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本種は石川県では 1970～90 年代までは確認され
ておらず，2001年に加賀市山中町で採集され，2010
年代には観察数が増えているという（松井 2016）．
福井県の嶺北地方では坂井市丸岡町楽間の県総合グ
リーンセンター内で成虫が観察されているとの情報
があり（小林しのぶ 私信），星野誠司氏が 2017年 10
月 4日に同地で幼虫を採集し，室内飼育して翌 2018
年 4 月 27 日に羽化したメス個体の標本が福井市自
然史博物館に寄贈された（写真2）．星野氏によると，
2017年 9月 3日と 5日には，県総合グリーンセンタ
ー内のハッサクの木の周辺で多数のナガサキアゲハ
の成虫が観察され，9月 12日にはハッサクの枝やひ
こばえへの産卵が確認されたとのことである．春型
の成虫が観察されれば，その地での定着の一つの根
拠と考えることができるため（下野谷 2003），今回
の採集地周辺を含めて嶺北地方において，春季に本
種の発生に注視する必要があろう． 
本稿を取りまとめるにあたり，第二著者から第一
著者へのナガサキアゲハ幼虫の受け渡しの仲介をい
ただいた福井市自然史博物館学芸員の出口翔大博士
と，坂井市丸岡町楽間の県総合グリーンセンター内
において採集したナガサキアゲハの標本を福井市自
然史博物館にご寄贈いただくとともに，観察情報を
ご教示いただいた星野誠司氏，同地におけるナガサ
キアゲハの観察情報をご教示いただくとともに，筆
者と星野氏の仲介をいただいた小林しのぶ氏に心よ
り御礼申し上げる．また，本稿の投稿にあたり様々な
便宜を図って下さった福井県自然保護センターの五
十川祥代氏にも御礼申し上げる次第である． 
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写真 2 福井市自然史博物館に寄贈されたナガサキアゲハの
メスの標本． 
4-Ⅹ-2017，坂井市丸岡町楽間 県総合グリーンセン
ター，星野誠司採集（幼虫）および飼育・福井市自然
史博物館所蔵（FCMNH-JI35299） 

Kôji SASAKAWA *1, Shigenori INOUE 2. 2024. A new distribution record of the subterranean carabid beetle 
Trechiama sasajii Uéno, 1980. Ciconia (Bulletin of Fukui Nature Conservation Center) 27:61-63.  
The subterranean carabid beetle Trechiama (T.) sasajii Uéno, 1980, which has been known only from the type 
locality, Nanatsuoguchi-kô, Mt. Asuwayama, is recorded from a new locality, Mt. Hekosan. 
Key words: Insecta, Coleoptera, Carabidae, Fukui Prefecture 
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図１,２ アスワメクラチビゴミムシ全形背面観．1 足羽山七尾口坑産雄（同地基準標本），2 部子山産
雄（部子山標本）． 

Figs 1,2 Habitus dorsal view of Trechiama sasajii. 1 Male from Nanatsuoguchi-kô, Mt. Asuwayama, 2 Male 
from Mt. Hekosan. 

図３-10 アスワメクラチビゴミムシ雄交尾器内袋，左側面観（3, 7），背面観（4, 8），右前背側面観（5, 9），右後腹面観（6, 10）．3-
6 足羽山七尾口坑産雄（同地基準標本），7-10 部子山産雄（部子山標本）． bs, 基部膨隆; ed, 射精管; go, 射精孔; gp, 射
精孔縁膜硬化部; pi, 色素斑; ss, 棘状突起群．同地基準標本（3-6）では射精管がやや脱腸状態になり，内袋外形が若干変形
していることに注意． 

Figs 3-10 Left lateral (3, 7), dorsal (4, 8), right anterodorsal (5, 9), and right posteroventral (6, 10) views of endophallus of Trechiama sasajii. 
3-6 Male from Nanatsuoguchi-kô, Mt. Asuwayama, 7-10 Male from Mt. Hekosan. Abbreviation: bs, basal swelling; ed, 
ejaculatory duct; go, gonopore; gp, gonoporal piece; pi, pigmentation; ss, spiny sclerites. Note that the endophallus of the 
Asuwayama specimen (3-6) is slightly deformed due to a partial protrusion of the ejaculatory duct. 
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周辺地域からのさらなる標本を調べる必要がある． 
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